






城谷 豊本 本多義明* 北本久博叫
On the Computer Aided Traffic Plannig System 
Using Data Base 
Yutaka SHIROYA • Yoshiaki HONDA • Hisahiro KITAMOTO 
(Received Feb.2.1984) 
In this study， computer aided traffic planning system 
is described. The function of this system is composed of 
the data base. statistical analysis and network analysis. 
This system is applied for the road-network in the urban-








































































10 OPEN "R"噌特1唄 "LII¥Iト-，1¥1 
20 FIEしo'件1句 3 AS I¥IJ.$曙 3 AS (U$司:.:; AS 81$‘ 1 AS Cl$， 1 白S 01事時 3 内SEl$喝5 向S Fl$喝5 向S
GU.l jC¥S ト11~i. 1 AS 1 Ui‘1 AS J1 事句 1 AS 1< 1 rti珂 1 AS Ll事ヲ 5 AS I寸1事
30 R==l 
40 1 I¥lPUT "リL・ワII _，'・コ".-:;，， :NA門AEl事
50 1ド NA門AE1$="ENO"CiO TO 300 
60 INF'UT")- ト~~ 1"1 ，> :.1・二1"門川向付1!f; 
70 INPLlT") 山ト。，γ コーゥ ";EID1~~
80 INPUT"リシウ日ユIl'イ:CC 1 ~I; 
90 1 NF'LlT" '~.'勺コ内小{':'!.{" : [)Dl 事
100 INPUT"')こ買っヰョ内:El:::U; 
110 INPUT" コウ 1~lr) ・ '3 ウ ;FIご1!!i
120 INPUT"コウEリ内ヨ内リヨ勺":sG:l!島
1:50 INPlJT";j';ト許門ユ内白川 ;Hト1事
140 INF'lJT"チュウ;tウフーンリ"; I I 1事
150 INPUT" ユ内t.:: 1~1ソウチ川 ; J，Jl$ 
160 INPLJT"，"，":叩口セ:.'" : f':J<l$ 
170 INPUT"DIDつ1キしl.l$
180 INPLJT “三，φ'Uリワコつりウリョr:，1 ~ l"1ド11!島
190 RSET N 1 ~i=".IAI寸AEl 事
200 RSET Al$=AA1$:RSET 81$=881$ 
210 RSET C1事=CC1$:RSET 01市=DD1事
220 1司SET El事=EE1事:RSET Fl$=FF1$ 
230 RSET 131事=GG1事:r~:SET ト11!li=HH 1.!!'.
240 RSET 11$-111事:RSET J1事=JJ:l事
250 RSET K 1 ~Ii=ドト 1 事 :RSET しl$=LL:l事
260 RSET 1' 1 !fi出1"1門1!島
270 PUT #l~R 
280 1司=R....l





表-1 F ineネ Y トワークの登録データ一覧表
ア タ ア タ
リンク番号 8 交通容量
2 ノード(端) 9 歩道の有無
3 ノード(端〉 10 中央分離帯の有無
4 種類(国道，地方道，県道，市道) 11 融雪装置の有無
5 状態(一方通行，対面通行) 12 パス路線の有無
6 リンク長 13 DID区域


























































これは coarseネ Y トワークに関しでも同様である。手順は，全リンク表示，特定リンク表示，追
加，訂正，削除のメニューから番号を選ぴ入力すればよい。

























(4) ，" 1:コ.:.'トやウ 2:サ二.・トー勺 3:チホウトーゥ 4:シト。ウ
(5) ，" 1:ヲイメこ.，I!Jウコウ 2: イ・υホ。ウ'~Iウコウ







ここでは， fineネ Y トワークに闘してリンクの選択とその統計値計算を行う機能についての例
を紹介する O そのフロー図を図-6に示す。利用者はまずA，Bの中からそれぞれ一つ指定するこ









































































































































































































































サィ9二. Il，-f. ，" 
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ノード nsから他のすべての点に至る最短距離を求める場合，任意の点を nj(njチns)， nj 
の直前ノードをPj，pjとnjの距離を dij，ノードの集合をM，Nとすると，次の手順を繰り返
すことにより最短経路を求めることができる O
1. Vs = 0， Vj =∞ (jチs)，i=s， M=Nー {S}とするO
2. jEMに対して Vj> Vi +dijならば γj= V i + dij， Pi = iとおく 0
3. !P2P. Vj=VjO (jo EM )となるjoを求めるO
3εM 





1. 8s ∞， Ml = { S }， Mo = N一{S }とするO
2. Ml 戸ならば終了oMl =oならば， Mlの要素を一つ選びそれを iとするO
3. (a) jεMo ， (i， j)εB， Xij < aijである dについて
8j=min(8j， aij-Xij)， Pj=i 
(b) j εMo，(j，i)εB， X ji > 0である dについて
8 j = min ( 8 i， X ji )， P j = -i 
としそれぞれMoから 3を除き Mlにdを加えるO
4. 終点ノード tがMlに含まれていればルーチンBに進むO
七E三Moならば， Mlから iを除き 2に戻るO
。ルーチンB
1. 全流量qに8tを加え， j = tとおく O
2. Pj > 0ならば i= Pjとおき， Xijに8tを加えるoPjくOならば i=-Pjとおき Xji 
から 8tを減ずる O
3. i = sならばルーチンAへ， jチsならばj= iとおいて 2に戻る。
このルーチンAとルーチンBを繰り返すことにより最大流量が求められる O
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